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遺伝子操作食品の規制を求める公開質問状への回答について 

 

 

令和６年６月６日付け「遺伝子操作食品の規制を求める公開質問状と意見交換のお願い」

でいただいた御質問について、以下のとおり回答いたします。 

 

＜質問１について＞ 

ゲノム編集技術応用食品等のうち、外来遺伝子及びその一部が残存しておらず、自然界等

で起こり得るような遺伝子変化を伴うものについては、厚生労働省 薬事・食品衛生審議会

食品衛生分科会新開発食品調査部会（以下、部会という。）（※）での議論の結果、安全性も

それらと同等のものと整理されております。 

（※）本年４月に食品衛生基準行政が厚生労働省から消費者庁に移管されたことに伴い、現在は消費者

庁に食品衛生基準審議会新開発食品調査部会が設置されている。 

 

＜質問２について＞ 

食品衛生法に基づき、遺伝子組換え食品等については、個別品目ごとに食品安全委員会の

意見を聴いて安全性審査を行うことが義務付けられています。食品安全委員会により決定さ

＜質問１＞ゲノム編集食品の開発過程における遺伝子の変化が、食品の安全性に与える影

響をどのようにお考えですか。遺伝子破壊だけなら安全とする根拠は何ですか。 

＜質問２＞全ゲノム解析（改変部分の安全性評価を含む）と動物実験を、遺伝子組み換え

食品とゲノム編集食品を含む遺伝子操作食品の安全性確認方法として検討していただ

けませんか。 



れた指針においては、既存品種との比較において、組換え DNA技術により意図的・非意図的

に新たに加えられる又は失われる形質に関して、評価を行うことが合理的であるという原則

に立ち、基本的な考え方として、食品健康影響評価に当たっては、非意図的に余分な形質が

付与されたり、既存の形質が失われたり又は修飾される可能性も考慮し、遺伝子組換え食品

（種子植物）がヒトの健康に対し予期せぬ有害影響を与える可能性を最小限とするための十

分な試験データ及び情報が必要であるとされています。また、試験データについては、必要

に応じて原データの提出を求めることとされています。 

外来遺伝子及びその一部が残存していないゲノム編集技術応用食品等の安全性について

は、質問１でお答えしたとおり整理されており、安全性審査の義務化はそぐわないと考えて

おります。一方で、ゲノム編集技術応用食品等の利用実績、今後の科学的知見の充実、国際

的動向等を踏まえ、必要に応じて仕組みの見直しを行うこととしております。 

 

＜質問３について＞ 

ゲノム編集技術応用食品等の安全性については、質問１でお答えしたとおり整理されてお

り、現時点では、外来遺伝子及びその一部の残存の有無に応じて異なる取扱いとしておりま

す。その他新たな方法によって作出される食品については、食品衛生の観点から考慮すべき

事項や諸外国における取扱い状況等について情報収集の上、必要に応じて、規制の在り方に

ついて検討してまいります。 

 

＜質問４について＞ 

ゲノム編集技術応用食品等の安全性については、質問１でお答えしたとおり整理されてお

り、届出の義務化はそぐわないと考えておりますが、新しい技術によって得られた食品であ

ることから、取扱要領において届出を求めているものです。その他新たな方法によって作出

される食品については、食品衛生の観点から考慮すべき事項や諸外国における取扱い状況等

について情報収集の上、必要に応じて、規制の在り方について検討してまいります。 

 

＜質問５について＞ 

ゲノム編集技術応用食品等の後代交配種については、部会での議論の結果、事前相談及び

届出による情報があれば、安全性確保の観点からは、その後の育種である後代交配種に追加

で届出を求める必要性は認められないとされています。一方で、ゲノム編集技術応用食品等

の利用実績、今後の科学的知見の充実、国際的動向等を踏まえ、必要に応じて仕組みの見直

＜質問３＞外来遺伝子の残存だけに注目した区分をやめ、遺伝子操作そのものに注目し

て、遺伝子操作食品として包括的な規制をすべきではありませんか。 

＜質問４＞ゲノム編集食品は今の制度で漏れなく届出がなされているとお考えですか。届

出は義務化すべきではないでしょうか。届出の対象を全ての遺伝子操作食品に拡張すべ

きではないですか。 

＜質問５＞ゲノム編集生物の後代品種も届出対象とすべきではないでしょうか。 



しを行うこととしております。 

 

＜質問６について＞ 

届出された情報について、企業秘密の該非について適切に確認した上で公表しております。 

 

 

以上 

＜質問６＞ゲノム編集食品の届出情報は、真に企業秘密に相当するものを除いて全て公開

できませんか。 


